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�2�せっちゃんの保存食
飛

ひ

田
だ

和
かず

緒
を

／著　
せっちゃん／料理
　長野のリンゴ農家せっちゃ
んが作る季節の保存食。そ
れを料理家の飛田和緒さん
が、現地から伝えます。

4�パンどろぼうと
　りんごかめん
柴
しば

田
た

ケイコ／作
　ニワトリ一家の農園へやっ
て来たパンどろぼう。困って
いる園主のために見回りに
行くことに。シリーズ第6弾。

わたなべまこ@豊洲市場ドッ
トコム／著

�1�りんごだんめん図鑑

　日本で栽培されているリ
ンゴ42種を断面図と共に紹
介。読んでいるとリンゴが
食べたくなります。

安
やす

田
だ

　守
まもる

／写真・文

�3�りんごって
　どんなくだもの？

　品種や栽培、歴史など、リ
ンゴについて、たくさんの
写真と詳しい解説で知るこ
とができる一冊です。

いつでもどこでも あなたのそばに 読書の楽しみを！

電子図書館のご案内

　スマートフォンやパソコンで、気軽に本（電子書籍）
を読むことができる電子図書館。貸し出しは３点までで、
期間は２週間です。自動で返却されるため、延滞の心
配はありません。
　文字の大きさを変えたり、色を反転させたり、自分
に合った読書が可能。200誌以上の雑誌が読み放題
で、オーディオブックも充実しています。
この機会に電子図書館をご利用ください。

きくち圏域電子図書館 検索

　けん玉講座を初開催しました。最初は苦戦していた
参加者も、コツを掴むにつれて「できた！」と歓声が上
がり、夢中になって取り組んでいました。検定合格に
会場は大盛り上がりで、笑顔がとても印象的でした。

　手話の基礎となる「おはよう」「ありがとう」などの
日常のあいさつから、自分の名前や趣味の表現、読
み取りを学びました。受講者の皆さんは、講座を通して、
自己紹介や簡単な会話ができるまでに上達。「これか
らも続けていきたい」といった感想が寄せられました。

前期終了の主催講座を紹介します！
●新「けん玉講座」で昇級検定に挑戦
　（全３回、旭志公民館）

●旭志手話スクール（全８回、旭志公民館）

　スマートフォンの基本操作はもちろん、個別の悩
みを解決します。雑談をしながら楽しく学べますので、
気軽にご参加ください。要申し込み。

旭志公民館
中央公民館

ところ
申し込み先

12月10日㈭　
午後1時30分～３時30分

と　き

デジタルマスターによるスマホ講座

撮影：広報
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う
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広
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草
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す
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の
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群

紙
破
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つ
め
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の
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じ
さ
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に

お
ま
け
で
貰
う
金
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が
二
匹
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菊
之
池
小
４
年
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万
句
の
ふ
る
さ
と
菊
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（
令
和
７
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度
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も
み
じ
の
葉
ま
る
で
黄
色
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カ
ー
ペ
ッ
ト

羊
雲
ふ
わ
っ
と
か
わ
い
い
わ
た
あ
め
だ

荒
梅
雨
や
満ま

ん

々ま
ん

瀦ち
ょ

溜り
ゅ
うの
ダ
ム
猛
烈

ビ
オ
ト
ー
プ
き
れ
い
な
水
で
ホ
タ
ル
よ
ぶ

長な
が

友と
も

結ゆ

美み
（
隈
府
小
４
年
）

冨と
み

田た

朝あ
さ

陽ひ
（
菊
池
北
小
４
年
）

川か
わ

口ぐ
ち

桂け
い

承し
ょ
う（

菊
池
北
小
６
年
）

赤あ
か

星ほ
し

幸こ
う

汰た
（
七
城
中
２
年
）

※
学
年
は
当
時

入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

第
21
代
菊き
く

池ち

重し
げ

朝と
も

が
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
菊
池
万
句
」に
ち
な
み
、市
教
育

委
員
会
で
は
、県
内
や
姉
妹・
友
好
都
市
の
小
中
学
校
か
ら
俳
句
や
短
歌
を

毎
年
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
選
作
品
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

「里」短歌会
菊池短歌会
七城短歌会

万句の里俳句会
旭志文芸教室俳句の会

井芹 ☎090（1342）2151
中尾 ☎0968（37）2578

木原 ☎0968（24）0776
安藤 ☎0968（25）4285
佐々 ☎090（2856）8235

七
城
短
歌
会  

9
月
詠
草

「
里
」短
歌
会  

9
月
詠
草

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
少
女
振
り
向
き
今
に
し
も
何
を
か
言
わ
む
唇
の
艶
け
さ

今
日
が
ま
た
昨
日
と
な
り
ゆ
く
裏
川
の
水
は
変
は
ら
ず
白
鷺
佇た

た
せ

に
わ
く
ま
を
線
状
降
水
帯
が
過
ぎ
み
ぎ
に
ひ
だ
り
に
彼
岸
花
伏
す

電
柵
に
行
く
手
阻
ま
れ
ウ
リ
坊
は
ひ
と
り
は
ぐ
れ
て
里
道
に
立
つ

怒
留
湯
健
蓉

山
田　
　
博

安
藤　
則
子

小
堀　
久
男

菊
池
短
歌
会  

10
月
詠
草

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

9
月
詠
草

万
句
の
里
俳
句
会  

9
月
句
会

家
い
え
は
い
ま
だ
醒
め
ず
や
百さ

る
す
べ
り

日
紅
こ
の
町
白
に
淡あ

紅か

に
揺
る
る
も

独
り
身
は
自
由
気
ま
ま
に
悩
み
な
く
亡ぼ

う

夫ふ

と
歩
く
朝
の
静し

じ
ま寂
を　

今
こ
こ
に
松
久
保
老
師
の
言こ

と

の
葉は

は「
あ
る
が
ま
ま
老
い
死
ぬ
」と
い
う
こ
と

目
が
覚
め
て
ち
ょ
こ
ん
と
座
る
吾あ

子こ

琥こ
う

雅が

今
は
深
夜
で
寝
る
時
間
だ
よ

乳
幼
児
抱
き
方
寝
せ
方
飲
ま
せ
方
時
代
と
変
わ
る
玩お

も
ち
ゃ具
ま
で
を
も

宮
本　
淑
子

岩
本
サ
ヨ
子

桑
野　
睦
子

立
山　
由
佳

原
口　
裕
子

二
か
月
の
休
講
わ
れ
に
咎
あ
ら
む
復
活
求
め
知
恵
を
出
し
合
う

夏
去
り
て
秋
の
冷
涼
望
め
ど
も
異
常
気
象
に
種
ま
き
で
き
ず

ま
ぎ
れ
な
く
大
河
の
一
滴
わ
れ
も
ま
た
流
れ
な
が
さ
れ
時
を
す
ご
せ
り

佐
　々
重
弘

井
藤　
和
俊

渡
辺　
光
夫

虫
の
音ね

に
さ
そ
は
れ
い
つ
か
眠
り
け
り

初は
つ

秋あ
き

や
今
日
あ
る
事
の
あ
り
が
た
き

雨
雲
を
た
ぐ
り
寄
せ
た
き
夏
の
空

目ま
な

交か

ひ
に
語
り
か
け
く
る
秋
あ
か
ね

い
つ
ま
で
も
夜
の
名な

残ご
り

を
朝
の
虫

百さ
る
す
べ
り

日
紅
私
忘
れ
な
い
で
お
母
さ
ん

夕
立
とと

い
うふ
呼
び
水
貰
い
て
花
咲
き
ぬ

朝
冷
え
や
想
い
を
馳
せ
る
亡つ

夫ま

の
命
日

ル
ノ
ワ
ー
ル
展
二
の
丸
中な

か

路み
ち

蝉
時
雨

ひ
と
恋
し
無
人
の
バ
ス
や
暑
さ
か
な

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

村
上　
美
代

水
上　
玲
子

芹
川　
蓉
子

宮
本　
雅
子

浦
田　
多
恵

宮
本　
敏
子

加
藤　
妙
子

中
路　
郁
子
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